
　私、負けましたわ！
　4年1組の様子。言語の時間などに、教科書以外の詩や文章を音読することが
あります。
　良質な文に触れ、日本語の語感を楽しむ。そして何より、みんなで声を合わせ
るのは心地よいものです。

　これまでに「表現読み『それ本当？』」「早口言葉」「回文」「吾輩は猫であ
る」を音読してきました。
　先日は、早口言葉に挑戦しました。音読後、みんなの前で読む「チャレンジャ
ー」を募集。負荷の高いチャレンジですが、多くの子が立候補しました。

　失敗しては「あ〜！」と悔しがり、成功すれば「お〜！」と拍手が沸き起こ
る。そんな熱気の中、ある子が驚くほど見事な早口言葉を披露しました。教室中
が「……すごい」という感嘆に包まれた、その時です。
　直前に挑戦していた子が、間髪入れずにこう言いました。

「私、負けましたわ！」
　この発言に、私は衝撃を受けました。
　なぜなら、これが「回文」（上から読んでも下から読んでも同じ）になってい
たからです。
　これまでに音読してきた回文を、負けを認めるユーモアとして即座に応用した
そのセンス！

　私の方こそ「私、負けましたわ！」と脱帽した瞬間でした。
　知識を自分のものにして、遊び心たっぷりに使いこなす。
　こうしたやり取りが生まれるのも、みんなで学んでいる良さだなと改めて感じ
ました。
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